
ＫＮＴ-ＣＴパートナーズ会総会特集

４社統合に向け、進む事業再編


年
度
か
ら
個
人
・
団
体
で
事
業
再
編

グ
ル

プ
子
会
社
間
で
会
社
分
割
実
施

　

年
度
に
お
け
る
自
治
体
・
地
域
連
携
の
動
向
　

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら

年

農
業
創
生
に
よ
る
復
興
支
援
に
参
画

各
自
治
体
と
連
携
協
定

産
業
振
興
な
ど
課
題
解
決

﹁
道
﹂体
験
の
新
商
品
も

訪
日
地
方
誘
客
に
貢
献

（７） 第３３１６号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）５月３０日（土曜日）増刊

植
樹
会
で
の
記
念
撮
影

岐阜県高山市との包括連携締結式
の様子（左から田中明市長、ＫＮＴ
―ＣＴＨＤの小山佳延社長）

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス︵
Ｈ
Ｄ
︶

は

訪
日
客
を
地
方
分
散
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
も
積
極
的
に
行

て
い
る

今
年
２
月
に

は

日
本
の
芸
道
・
武
道
な
ど
の
﹁
道
﹂
体
験

を

現
代
的
ウ

ル
ネ
ス
と
し
て
訪
日
客
向
け

に
提
供
す
る
新
サ

ビ
ス
を
開
始

体
験
予
約

サ
イ
ト
﹁
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
道
ウ

ル
ネ
ス
﹂

画

像

も
開
設
し

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
を
発
売
し
た

急
増
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
多
様
化
す
る
ニ

ズ
に
応
え
る
ほ
か

国

内
各
地
を
巡
り
な
が
ら
多
様
な
﹁
道
﹂
体
験
に

触
れ
る
新
た
な
訪
日
観
光
の
形
も
視
野
に
入
れ

る


　
同
サ

ビ
ス
も
﹁
未
来
創
造
事
業
﹂
の
一
環

で
開
発

訪
日
客
の
和
文
化
体
験
需
要
に
対
応

す
る
だ
け
で
な
く

現
代
人
が
抱
え
る
多
様
な

ス
ト
レ
ス
に
も
向
き
合
い

心
身
を
整
え
る
体

験
を
提
供

表
層
的
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提

供
に
と
ど
ま
ら
ず

自
社
の
リ
ソ

ス
や
ノ
ウ

ハ
ウ
パ

ト
ナ

ネ

ト
ワ

ク
を
生
か
し


奥
深
い
本
質
に
触
れ
る
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

す
る


　
す
で
に
販
売
し
た
商
品
は

日
帰
り
で
楽
し

め
る
東
京
都
と
愛
知
県
の
寺
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど

が
あ
る

東
京
で
は

品
川
区
の
春
雨
寺
で

﹁
寺
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
の
進
化
系
流
麗
茶
道
＆
ク
ラ
フ

ト
シ
ガ

体
験
﹂
を

愛
知
で
は

豊
田
市
の

浄
照
寺
で
﹁
文
化
財
寺
院
貸
切
で
の
ロ

カ
ル

生
活
文
化
没
入
体
験
﹂
を
販
売
し
た

今
後
は

宿
泊
型
プ
ラ
ン
の
増
設
や

越
境
Ｅ
Ｃ
に
よ
る

物
販

オ
ン
ラ
イ
ン
レ

ス
ン
イ
ベ
ン
ト
も
順

次
開
始
予
定
で

体
験
が
一
過
性
に
終
わ
る
こ

と
の
な
い
よ
う

日
常
へ
の
定
着
も
図
る


　
さ
ら
に
各
地
の
寺
社
や
道
師
範
と
連
携
し


地
域
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
を
結
ぶ
﹁
地
域
連
動
型
モ
デ
ル
﹂
の
構
築
も

視
野
に
入
れ
て
い
る

全
国
各
地
を
巡
り
な
が

ら
多
様
な
﹁
道
﹂
体

験
に
触
れ
る
新
た
な

文
化
的
動
線
を
創

出

交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
で

檀
家

・
氏
子
の
後
継
者

や

担
い
手
不
足
に

よ
る
寺
社
の
消
滅


伝
統
産
業
の
衰
退


オ

バ

ツ

リ
ズ

ム
と
い

た
社
会
課

題
の
緩
和
に
も
寄
与

し
て
い
く
方
針
だ


グループが持つ対応課題と、再編のイメージ（提供＝ＫＮＴ―ＣＴホールディングス）

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
グ
ル

プ
で
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
応
援
ツ
ア

実
施
な
ど
を

通
じ
た
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル


プ
傘
下
の
近
畿
日
本
ツ

リ
ス
ト
商
事
も


こ
れ
ま
で﹁
ピ

カ
ン
ナ

ツ
チ

コ
レ

ト

シ
リ

ズ
﹂な
ど
を
提
供
す
る
サ
ロ
ン
ド
ロ
ワ

イ
ヤ
ル︵
大
阪
市
︶岩
手
県
陸
前
高
田
市
東
京

大
学
の
３
者
が
共
同
で
農
業
創
生
な
ど
に
取
り

組
む﹁
ピ

カ
ン
ナ

ツ
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂を
支

援
し
て
き
た
今
年
は
３
月
で
東
日
本
大
震
災

の
発
災
か
ら

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
３
者

が
取
り
組
む﹁
ピ

カ
ン
ナ

ツ
１
０
０
年
の

森
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂に
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル

デ

ン
グ
ス︵
Ｈ
Ｄ
︶が
参
画
５
月

日
に
は


被
災
後

年
間
手
付
か
ず
だ

た
陸
前
高
田
の

土
地
に
ピ

カ
ン
ナ

ツ
の
苗
木
を
植
え
る
植

樹
会
が
開
か
れ
近
畿
日
本
ツ

リ
ス
ト︵
Ｋ
Ｎ

Ｔ
︶ク
ラ
ブ
ツ

リ
ズ
ム︵
Ｃ
Ｔ
︶近
畿
日
本

ツ

リ
ス
ト
ブ
ル

プ
ラ
ネ

ト︵
Ｂ
Ｐ
︶近

畿
日
本
ツ

リ
ス
ト
商
事
の
役
員
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
が
参
加
し
た


　
同
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
ピ

カ
ン
ナ

ツ
の

国
内
で
の
生
産
・
流
通
を
拡
大
す
る

こ
と
で
日
本
の
農
業
再
生
と
地
方

創
生
を
目
指
す
と
い
う
も
の
ピ


カ
ン
ナ

ツ
は
１
０
０
年
以
上
実
を

つ
け
続
け
る
長
寿
の
木
と
い
わ
れ
て

お
り
被
災
地
に
ピ

カ
ン
ナ

ツ

の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
で
１
０
０

年
続
く﹁
希
望
の
森
﹂を
創
る


　
植
樹
会
に
は
陸
前
高
田
市
の
佐

々
木
拓
市
長
も
参
列
し
た
植
樹
会

後
は
各
社
の
役
員
ら
は
高
田
松
原

津
波
復
興
祈
念
公
園
で
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
や﹁
奇
跡
の
一
本
松
﹂

な
ど
の
視
察
を
行
い
震
災
犠
牲
者

へ
の
追
悼
を
行

た


　
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
グ
ル

プ
は
同

プ
ロ
ジ

ク
ト
で
の
活
動
を
震
災
復

興
の
歩
み
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
社
会
貢

献
活
動
と
位
置
付
け
継
続
的
な
地

域
支
援
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
や
新
た
な
ツ
ア

造
成
に
取
り

組
む
方
針
と
し
て
い
る


　
統
合
に
先
立
ち

今
年
４
月
１
日
に
は
個
人

旅
行
事
業
と
団
体
旅
行
事
業
の
先
行
再
編
を
実

施
し
た


　
個
人
旅
行
事
業
に
つ
い
て
は

Ｋ
Ｎ
Ｔ
の
直

営
店
舗
販
売
事
業
・
仕
入
部
門

Ｂ
Ｐ
の
国
内

市
場
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
販
売
部
門
を
Ｃ
Ｔ
に
移
管

し

仕
入
れ
か
ら
商
品
企
画
・
販
売
ま
で
を
一

気
通
貫
で
運
営
す
る
製
販
一
体
の
体
制
を
構
築

し
た

今
後
は
Ｃ
Ｔ
が
保
有
す
る
７
０
０
万
人

の
会
員
と

Ｋ
Ｎ
Ｔ
メ
ン
バ

ズ
ク
ラ
ブ
の
３

０
０
万
人
を
合
わ
せ
た
計
１
千
万
人
規
模
の
顧

客
基
盤
融
合
を
通
じ
て

顧
客
生
涯
価
値
︵
Ｌ

Ｔ
Ｖ
︶
の
最
大
化
を
目
指
す

旅
行
商
品
も


個
人
型
︵
１

２
人
︶
の
年
間
利
用
者

万
人

と

添
乗
員
付
き
団
体
パ

ク
の
年
間
利
用
者

１
０
０
万
人
の
二
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
統
合
的

に
運
用

オ
ン
ラ
イ
ン
＋
オ
フ
ラ
イ
ン
の
マ
ル

チ
チ

ネ
ル
で
各
商
品
を
シ

ム
レ
ス
に
販
売

す
る
体
制
を
整
え
る

リ
ア
ル
店
舗
は
既
存
の


店
舗
を
維
持
し
つ
つ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

紙
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
た
多
面
的
な
ア
プ
ロ


チ
を
展
開
す
る


　
団
体
旅
行
事
業
に
つ
い
て
は

Ｋ
Ｎ
Ｔ
で
従

来
の
支
社
制
を
廃
止
し

事
業
戦
略
の
実
行
と

予
算
執
行
を
主
導
す
る
３
事
業
部
制
へ
移
行


法
人
公
務
専
門
店
を
統
括
す
る
﹁
コ

ポ
レ


ト
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
部
﹂

教
育
専
門
店
を
統
括

す
る
﹁
エ
デ

ケ

シ

ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

部
﹂

地
域
総
合
店
を
統
括
す
る
﹁
リ

ジ


ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
部
﹂
を
創
設
し
た

従
来

の
﹁
エ
リ
ア
軸
﹂
か
ら
﹁
事
業
軸
﹂
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
で

ネ

ト
ワ

ク
を
活
用
し
た

全
国
連
携
強
化
と
地
域
の
底
上
げ
を
目
指
す


　
教
育
旅
行
分
野
に
も
力
を
入
れ
る

今
年
４

月
１
日

Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
ユ
ナ
イ
テ

ド
ツ
ア

ズ

︵
Ｕ
Ｔ
︶
の
間
で
会
社
分
割
︵
吸
収
分
割
︶
を

実
施

語
学
研
修
事
業
を
含
む
Ｕ
Ｔ
の
海
外
留

学
事
業
を
Ｋ
Ｎ
Ｔ
に
統
合
し
た

両
社
に
あ
る

同
事
業
部
門
の
人
材
と
知
見
を
Ｋ
Ｎ
Ｔ
に
集
約

す
る
こ
と
で

海
外
教
育
市
場
に
お
け
る
事
業

拡
大
も
図
る


　
今
後
は
﹁
修
学
旅
行
か
ら
教
育
ソ
リ


シ


ン
へ
﹂
と
い
う
方
向
性
の
も
と

海
外
留
学

事
業
の
強
化

ｅ
ス
ポ

ツ

部
活
動
サ
ポ


ト
︵
長
野
県
内
５
自
治
体
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ク

ラ
ブ
活
動
実
証
な
ど
︶

探
究
学
習
︵
﹃
地
域

の
歩
き
方
﹄
ガ
イ
ド
ブ

ク
制
作
授
業
プ
ロ
グ

ラ
ム

世
界
遺
産
探
究
映
像
教
材
︶
な
ど

学

校
・
学
校
外
双
方
で
の
教
育
分
野
に
お
け
る
不

可
欠
な
パ

ト
ナ

と
な
る
こ
と
を
目
指
す


　
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス︵
Ｈ
Ｄ
︶

は
自
治
体
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
を
推

進
し
て
い
る
昨
年

月

日
に
は
岐
阜
県
高

山
市
と
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
ほ
か
今
年
３
月


日
に
は
島
根
県
と
地
域
活
性
化
と
県
民
サ


ビ
ス
の
向
上
を
図
る
目
的
で
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
グ
ル

プ
の
各
社

か
ら
社
員
が
地
域
に
入
り
自
治
体
ご
と
に
抱

え
る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行

て
い
る


　
高
山
市
と
は
①
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

観
光
振
興
に
関
す
る
事
項
②
産
業
・
経
済
・
文
化

・
歴
史
・
ス
ポ

ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
項
③
地

域
の
魅
力
発
信
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に

関
す
る
事
項
④
国
内
外
向
け
の
旅
行
商
品
・
観

光
商
品
の
企
画
開
発
お
よ
び
販
路
拡
大
に
関
す

る
事
項
⑤
松
本
高
山
Ｂ
ｉ
ｇ
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

構
想
実
現
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
関
す
る
事
項
⑥
そ

の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

の
六
つ
を
連

携
項
目
に
設
定
し
た
今
後
の
具
体
的
内
容
は

都
度
協
議
を
行
い
決
定
し
て
い
く
と
い
う


　
両
者
に
よ
る
連
携
協
定
は
今
回
が
初
高
山

市
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
増

加
相
互
情
報
共
有
に
よ
る
ニ

ズ
の
把
握
・
活

用
に
よ
り
観
光
振
興
地
域
活
性
化
住
民
生

活
の
向
上
を
目
指
す
と
し
て
い
る


　
島
根
県
と
は
①
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

②
地
域
産
業
の
振
興
・
支
援
③
県
産
品
の
販
路

拡
大
④
地
産
地
消
の
推
進
お
よ
び
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
育
成
⑤
観
光
振
興
⑥
地
域
や
暮
ら
し
の
安

心
・
安
全
お
よ
び
災
害
対
策

の
６
項
目
で
連

携
す
る
県
産
品
の
販
路
拡
大
や
観
光
振
興
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
業
務
提
携
や
協
働

事
業
を
推
進
地
域
が
抱
え
る
各
種
課
題
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る


　
島
根
県
で
は
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
ツ

リ
ズ

ム︵
Ｃ
Ｔ
︶が
同
県
の
地
域
活
性
の
取
り
組
み
に

参
画
し
て
き
た
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
島

根
・
鳥
取
両
県
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
た
山
陰
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
に
職
員
１
人
を
３
年
間
派

遣

年
４
月
か
ら
は
松
江
市
を
含
む
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光
局
と
地
域
資
源
を
生

か
し
た
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
た

年

と
同
様
に
３
年
間
限
定
で
職
員
を
１
人
派
遣

し
各
種
商
品
造
成
を
行

た


　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
ほ
か
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
が
展
開
す

る﹁
未
来
創
造
事
業
﹂で
自
治
体
と
連
携
す
る
動

き
も
あ
る
昨
年

月

日
に
は
サ
ウ
ナ
を
中

心
に
町
の
魅
力
発
信
を
目
指
す
北
海
道
上
富
良

野
町
と﹁
観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
﹂を
締
結
町
内
の
温
浴
施
設

・
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
﹁
白
銀
荘
﹂で
同
社

が
運
営
す
る
チ
ル
検
索
サ
イ
ト﹁
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ

＋︵
チ
ル
プ
ラ
ス
︶﹂と
の
コ
ラ
ボ
グ

ズ
を
２

月
か
ら
発
売
し
た
情
報
共
有
を
通
じ
て
地
域

や
旅
行
者
の
ニ

ズ
を
捉
え
上
富
良
野
町
の

観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る


　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
＋
は
同
社
が
未
来
創
造
事
業

の
一
環
で
展
開
す
る
観
光
関
連
施
設
の
検
索
サ

イ
ト
サ
ウ
ナ
や
宿
泊
施
設
飲
食
店
な
ど

心

地
よ
い
空
間
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
今
年
度

か
ら
は
事
業
を
拡
大
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
機
能
を
追

加
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ズ
を
サ
イ
ト
上
で
販

売
す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
る
地
方
自
治
体

な
ど
と
の
連
携
も
強
化
し
現
地
消
費
額
の
拡

大
や
持
続
可
能
な
地
域
活
性
に
貢
献
す
る
方
針

だ


　
上
富
良
野
町
と
の
提
携
は
そ
の
第
１
弾
と
し

て
実
現
﹁
サ
ウ
ナ
を
中
心
と
し
た
町
の
魅
力
を

発
信
し
地
域
を
元
気
に
し
た
い
﹂と
い
う
上
富

良
野
町
の
思
い
と
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
＋
の
理
念
が

一
致
し
た
こ
と
か
ら
締
結
に
至

た


　
多
く
の
サ
ウ
ナ
愛
好
家
か
ら﹁
北
の
聖
地
﹂と

称
さ
れ
る
白
銀
荘
と
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
＋
の
コ
ラ
ボ

グ

ズ
も
制
作
し
た
締
結
の
翌
月
か
ら
は
サ

ウ
ナ
ブ

ム
の
火
付
け
役
と
し
て
知
ら
れ
る
タ

ナ
カ
カ
ツ
キ
氏
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ


ツ
や
タ
オ
ル
な
ど
を
白
銀
荘
の
売
店
で
発

売
上
富
良
野
町
と
連
携
し
た
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
＋

会
員
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
実
施
予
定
と
し

て
い
る



